
❤
や
っ
ち
ゃ
ん
の
似
顔
絵
提
供
：
ひ
さ
か
さ
ん 

た
」
と
、
写
真
付
の
報
告
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

  

垣
見
一
雅
著
『
か
ら
っ
ぽ

が
い
い
』
の
中
に
「
百
見
は

一
行
に
如
か
ず
」
と
い
う
話

が
あ
り
ま
す
。
「
支
援
す
る

側
は
村
人
と
は
比
較
に
な
ら

な
い
ほ
ど
恵
ま
れ
た
生
活
を

し
て
い
る
。
で
も
彼
ら
の
環

境
に
、
た
と
え
一
日
で
も
身

を

置

き
、
同

じ

も

の

を
食

し
、
同
じ
場
で
過
ご
す
こ
と

で
、
彼
ら
は
心
を
近
づ
け
て

く
れ
る
。
少
し
で
も
目
線
が

近
づ
け
ば
、
彼
ら
の
悩
み
も

問
題
も
理
解
し
や
す
く
な

る
。
町
の
オ
フ
ィ
ス
で
の
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
管
理
だ
け
で

いい話 

し
い
思
い
出
が
詰
ま
っ
て
い
ま
す
」
と

書
か
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
三
つ

の
支
援
報
告
が
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。 

 
 

①
足
の
不
自
由
な
テ
ィ
ル
ク
マ
リ
さ
ん

へ
セ
ー
タ
ー
を
五
十
一
枚
注
文
し
、
工

賃
と
し
て
三
万
六
千
五
十
六
ル
ピ
ー
、

約
四
万
円
を
支
払
い
ま
し
た
。
こ
れ
を

貧
し
い
子
供
た
ち
に
支
援
を
し
ま
す
。 

 

②
足
の
不
自
由
な
ミ
ン
ダ
ご
夫
妻
に
学

校
の
制
服
を
注
文
、
三
百
七
十
枚
分
、

十
五
万
千
四
百
五
十
六
ル
ピ
ー
を
支
払

い
ま
し
た
。
こ
れ
も
村
に
運
び
、
子
供

た
ち
に
支
援
を
し
ま
す
。 

 

③
ラ
ン
プ
ー
ル
市
の
眼
科
セ
ン
タ
ー
の

門
と
塀
の
支
援
を
し
、
ほ
ぼ
完
成
し
ま

し
た
。
支
援
金
は
三
十
万
ル
ピ
ー
で
し

第３３８号  
令和５年 月１日発行 

 
 

 

ネ
パ
ー
ル
の
寒
村
で
単
身
で
支
援

活
動
を
続
け
て
い
る
Ｏ
Ｋ
バ
ジ
こ
と

垣
見
一
雅
さ
ん
は
毎
月
ネ
ッ
ト
で

「
虹
の
架
橋
」
を
読
み
、
ご
丁
寧
な

感
想
を
寄
せ
て
く
れ
ま
す
。
そ
し

て
、
桐
生
に
本
部
が
あ
る
「
Ｏ
Ｋ
バ

ジ
を
支
援
す
る
会
」
（
Ｏ
Ｋ
Ｓ
Ｓ
）

を
通
し
て
季
節
毎
に
活
動
報
告
が
届

き
ま
す
。
九
月
の
報
告
書
の
冒
頭
に

は
「
今
年
は
群
馬
で
の
一
大
イ
ベ
ン

ト

の
お
蔭
で
素
晴
ら
し
い
思
い

出
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
手
元
に
あ
る
数
々
の
写
真
に
懐
か

 

第
三
百
三
十
九
号
は
令
和
五
年
十
一
月
一
日
（
水
）
発
行
予
定
で
す
。 

虹

の

架

橋

⇐

検

索

で

、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

 

 

第
二
弾
は
、
十
月
二
十
二
日
、
和
三
郎

が
生
ま
れ
育
っ
た
東
町
の
「
童
謡
ふ
る
さ

と
館
」
で
、
真
打
・
三
遊
亭
楽
麻
呂
師
匠

に
よ
る
「
石
原
和
三
郎
物
語
」
と
、
「
石

原
和
三
郎
が
生
き
た
時
代
」
と
題
し
て
、

松
戸
市
戸
定
歴
史
館
名
誉
館
長
で
、
大
河

ド
ラ
マ
「
晴
天
を
衝
け
」
の
時
代
考
証
を

担
当
し
た
齊
藤
洋
一
さ
ん
と
、
安
中
市
出

身
で
筑
波
大
学
名
誉
教
授
の
近
代
文
学
研

究
家
・
黒
古
一
夫
さ
ん
の
対
談
が
行
わ
れ

ま
す
。
オ
ペ
ラ
「
御
代
に
花
咲
く
」
と

「
石
原
和
三
郎
が
生
き
た
時
代
」
の
対
談

を
セ
ッ
ト
で
聴
く
と
、
和
三
郎
の
生
涯
が

い
っ
そ
う
興
味
深
く
感
じ
ら
れ
ま
す
。 

 

第
三
弾
は
、
十
一
月
十
二
日
、
笠
懸
野

文
化
ホ
ー
ル
「
パ
ル
」
で
カ
ル
テ
ッ
ト
・

エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
＋
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。 

出
演
は
、
み
ど
り
市
立
西
小
学
校
の
校
歌

も
作
詞
作
曲
し
た
フ
ル
ー
ト
奏
者
の
荒
川

洋
さ
ん
ら
六
名
。
石
原
和
三
郎
没
後
百
年

記
念
事
業
で
行
わ
れ
た
作
詞
コ
ン
ク
ー
ル

で
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
神
奈
川
県
平
塚

市
の
高
井
良
二
さ
ん
の
「
か
も
」
も
荒
川

洋
さ
ん
の
作
曲
で
紹
介
さ
れ
、
音
楽
物
語

「
花
咲
か
じ
い
さ
ん
」
も
上
演
し
ま
す
。 

は
心
を
通
わ
せ
に
く
い
。
見

た
り
聞
い
た
り
し
た
だ
け
で

は
支
援
は
わ
か
ら
な
い
。
行

な
っ
て
み
て
初
め
て
わ
か

る
。
自
分
に
照
ら
し
て
み
れ

ば
、
自
分
の
恵
ま
れ
て
い
る

こ
と
に
感
謝
で
き
る
。
そ
こ

か
ら
支
援
が
始
ま
る
」
と
。 

 

垣
見
さ
ん
か
ら
「
真
の
支

援
と
は
何
か
」
を
教
え
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
支
援
の
輪

を
広
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
童
謡
の
父
」
と
讃
え
ら
れ
、
「
う
さ

ぎ
と
か
め
」
「
花
咲
爺
」
「
金
太
郎
」

の
作
詞
家
と
し
て
知
ら
れ
る
石
原
和
三

郎
の
「
没
後
百
年
記
念
事
業
」
が
市
内

三
施
設
連
携
公
演
で
開
催
さ
れ
ま
す
。 

 
第
一
弾
は
十
月
一
日
、
な
が
め
余
興

場
で
オ
ペ
ラ
「
和
三
郎
物
語
」
と
「
御

代
に
花
咲
く
」
を
上
演
。
和
三
郎
と
同

時
代
に
生
き
た
渋
沢
栄
一
、
徳
川
昭
武

（
徳
川
慶
喜
の
弟
）
、
森
律
子
（
日
本

の
女
優
第
一
号
）
の
知
ら
れ
ざ
る
物
語

を
三
人
の
オ
ペ
ラ
歌
手
が
演
じ
ま
す
。 

 

 

  

 

福
岡
県
柳
川
市
の
平
田
哲
也
さ
ん
が
描
く
「
癒
し
の

て
っ
ち
ゃ
ん
地
蔵
カ
レ
ン
ダ
ー
」
が
大
好
き
で
、
寝
室

の
壁
に
は
過
去
四
年
の
カ
レ
ン
ダ
ー
を
並
べ
、
過
去
の

メ
モ
を
見
て
、
今
日
の
実
践
に
役
に
立
て
て
い
ま
す
。 

一
昨
年
の
九
月
の
カ
レ
ン
ダ
ー
に
は
『
見
え
な
い
と
こ

ろ
を
磨
く
ほ
ど
、
見
え
る
と
こ
ろ
が
光
り
出
す
』
と
い

う
言
葉
が
書
か
れ
て
い
て
、
ト
イ
レ
掃
除
に
も
通
じ
る

言
葉
だ
と
思
い
、
コ
ピ
ー
し
て
仲
間
に
配
り
ま
し
た
。 

 

一
日
一
日
が
ア
ッ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て
い
き
ま
す
が

一
期
一
会
の
出
会
い
や
心
に
残
る
言
葉
な
ど
を
書
き
留

め
て
お
く
だ
け
で
も
、
心
が
豊
か
に
な
る
よ
う
な
気
が 

 

し
ま
す
。
今
年
も
残
り
三
カ
月
と
な
り
ま
し
た
。 

コ
ス
モ
ス
を
撫
で
る
汽
笛
や
無
人
駅 

 

わ
た
ら
せ
渓
谷
鐵
道
は
明
治

四
十
四
年
に
足
尾
鉄
道
下
新
田

連
絡
所
と
大
間
々
町
駅
が
開
業

し
、
大
正
三
年
に
全
線
が
開
通

し
ま
し
た
。
開
業
か
ら
百
十
年
以
上
が

経
つ
現
在
は
沿
線
に
十
七
の
駅
が
あ

り
、
大
間
々
駅
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
や

上
神
梅
駅
の
駅
舎
を
は
じ
め
、
三
十
八

の
建
物
や
橋
、
ト
ン
ネ
ル
が
国
の
登
録

有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

十
七
駅
の
う
ち
十
二
駅
が
無
人
駅
の
各

駅
で
は
、
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人

た
ち
が
駅
舎
や
ト
イ
レ
の
掃
除
、
花
壇

の
手
入
れ
な
ど
を
行
っ
て
お
り
、
沿
線

全
体
が
優
し
さ
に
包
ま
れ
て
い
ま
す
。

昭
和
レ
ト
ロ
を
感
じ
る
秋
の
わ
た
ら
せ

渓
谷
鐵
道
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。 

今年から、みどり市地域おこし協力隊として

活躍する宍倉さんは、郷土を美しくする会、

三方良しの会、富弘美術館を囲む会などにも

積極的に参加している頼もしい仲間です。 

靖ちゃん日記 
やっ 


